
銭
化
合
物
の
肥
料
分
解
い
及
ぼ
す
影
響
に
就
て

農

事

博

士

板

野

新

夫

農

身島

士

辻

成

童基

緒

雷

、J句。

錨
化
合
物
の
数
極
の
土
壌
微
生
物
に
及
川
附
す
影
響
に
就
て
は
就
に
報
告
〈
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
然
し
肥
料
の
分
解
は
更
に
多
散
の
微
生

物
の
連
合
に
よ
り
行
は
れ
る
も
の
で
あ
り
、
且
土
壌
中
に
於
け
る
影
響
は
多
少
趣
ぎ
を
異
に
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
が
故
に
、
更
に
之
等

の
組
に
就
て
研
究
を
行
は
ん
と
し
た
。

以
下
に
共
結
果
を
述
べ
る
事
と
す
る
。

賓

雌

之

部

踊‘、

《

A
)

試

料

、J

使
用
し
た
る
肥
料
は
大
豆
粕
、
魚
肥
(
各
種
締
粕
の
混
合
せ
る
も
の
V

及
硫
酸
ア
ム
モ
-
一
ヤ
で
あ
っ
て
、
鍋
化
合
物
と
し
て
は
前
報
。
の

結
果
よ
り
拘
櫛
酸
第
二
織
、
硫
酸
第
一
一
蝿
及
び
硫
酸
第
二
織
の
一
一
一
種
を
撰
ん
だ
。

(
B
V
 
試

E亀

方

法

縮
化
合
物
の
肥
料
分
解
に
及
ぼ
す
影
醤
に
蔵
て

=一O
一



A

↓
v
 
緩
化
合
物
の
肥
料
分
解
に
及
ぽ
す
影
響
に
按
て

畑
地
股
態
に
於
げ
る
試
験

ゴ
ス
け
三

研
究
所
圃
場
の
無
肥
特
匿
の
土
壌
を
風
波
し
・

uwBB
の
飾
を
泌
し

.gh刊
に
肥
料
を
空
業
と
し
て
。
・

Z
臥
に
相
官
す
る
様
に
加
へ
て
よ

く
捧
持
し
た
る
後
、
内
容
昌
管
内

O
三
角
縫
に
入
れ
た
・

.

織
化
合
物
は
各
織
と
し
で
。
・
H

ミ
・
。
・

8
w跡、。・
2
求
、
。
・

g
g
h
の
割
合
と
し
、
詮
加
す
べ
き
水
凶
行
n
n
中
に
博
解
し
て
施
し
た
。

び
硝
酸
態
窒
案
の
定
量
を
符
ひ
、

之
等
は
留
@
の
の
恒
温
際
中
に
二
週
間
保
温
し
た
る
後
取
出
し
、
大
豆
粕
及
び
魚
肥
を
加
へ
た
る
も
の
に
就
て
は
ア
ム
モ
-
一
ヤ
態
窒
素
及

叉
硫
酸
ア
ム
モ
ユ
ヤ
に
就
て
は
硝
酸
態
窒
来
の
定
量
を
行
ひ
、
生
成
量
を
標
準
(
全
く
鍛
躍
を
加
へ
ざ
る

も
の
ゾ
と
比
較
し
て
織
化
合
物
の
影
響
を
調
布
し
た
。

〈二
V

水
同
欣
態
に
於
け
る
試
験

土
壌
の
使
肘
貴
及
び
繊
化
合
物
の
添
加
最
は
畑
地
欣
態
と
同
様
で
あ
る
が
、

肥
料
は
大
豆
粕
と
魚
肥
の
み
を
肘
び
、

惜
袋
詰
ば
寄
n

の
水
に
溶
解
し
て
注
加
し
・
水
間
欣
態
と
し
た
。

之
等
を
い
度
。
め
の
恒
温
勝
中
に
二
週
間
伴
岨
し
た
る
後
ア
ム
モ
ユ
ヤ
態
管
素
の
生
成
量
を
測
定
し
た
。

〈
一
ニ
)
凶
¥
鎖
、

ア
ム
モ
ユ
ヤ
態
窒
素
M
A
び
硝
酸
態
窒
素
の
定
量
法

凶
は
一
一
週
間
保
岨
後
新
鮮
土
壌
の
憧
採
油
水
乞

二
の
割
合
に
加
へ
キ
シ
ヒ
ド
ロ
ン
電
極
法
に
よ
り
測
定
し
た
。

、J

織
は
窒
素
を
定
量
せ
る
際
現
存
せ
る
水
溶
性
含
量
を
測
定
し
た
の
で
あ
ワ

τ‘
定
量
怯
は
+
へ
杉
臼
氏
等
の
方
法
に
従
っ
た
。

官

A

a

y

ア
ム
モ
ユ
ヤ
態
窒
車
燃
は
図
。

at
氏
の
方
法
に
依
り
炭
酸
マ
グ
ネ
シ
ヤ
を
加
へ
て
蒸
溜
し
、
耐
酸
態
窒
素
は
包
括

g
Z
u
g
-
z
g付
加

n
E

法
に
従
っ
て
定
量
し
た
e



寅

験

結

果

〔

A
】

畑
地
欣
態
に
於
け
る
結
巣

五

犬

粕

豆

大
豆
粕
を
加
用
し
た
る
も
の
に
就
き
犠
化
合
物

。
令
書
度
に
於
け
る
ア
ム
モ
ユ
ヤ
盤
窒
素
及
び
硝

醜
態
室
奈
の
生
成
量
は
第
一
衰
の
如
く
で
あ
る
。

A

第
一
表
参
附
v

ー
魚

P巴

Am肥
を
加
肘
し
た
る
も
の
に
就
き
織
化
合
物
の

各
浪
度
に
於
け
る
ア
ム
モ
昌
ヤ
態
費
議
及
硝
陵
態

輩
者
需
の
生
成
量
は
第
二
去
の
如
〈
で
あ
る
。

-
一
表
参
照
}

第

a 

硫
酸
ア
ム
モ
昌
ヤ

硫
酸
ア
A

モ
ユ
ヤ
を
加
問

L
た
る
も
の
に
就
き

織
化
合
物
の
各
漫
度
に
が
、
け
る
硝
酸
態
筆
者
飛
の
生

成
量
は
第
三
衰
の
畑
〈
で
あ
る
・

織
化
合
物
の
肥
料
分
解
応
及
ぼ
ず
影
諸
に
就
亡

大豆粕の分解t乙及ぼす影響

l 叫-~ I川:-.N I 台計 1:
〈原土100耳中)(原土100g中)Ic原土lOOg中〉
(mt;) (mg) I (mg) 酌

お併 !I 38.特 I n.田

PH 

第一表

り 1
織化合物

印 3424.20 36-14 

7.41 

731 

0.1 

(，05 

63.印2654 36部7.沼0.01 
拘線香費第二.

62.叩26.78 35.28 7.19 O.∞5 

44.12 82.48 

7504 

62回

39.48 

38お

.35.白

6.邸

6.91 

0.1 

0"5 

27.28 35.29 6.86 0.01・
硫酸第一鎌

72.45 34.88 ~.57 7.33 O.∞5 

70.市

71崎

75.7) 3OA2 45.08 7JJl 0.01 

83.6J 

15.s8 

2弘00

73.24' 

44.12 

怨日4

日，鴎

46.48 

39.48 

39.9J 

4.96 

6.63 

7.24 

7.34 

0.1 

0.05 

oαJ6 

一
唱

一30
1

一 硫酸第二銭

世邑標



鎗
化
合
物
の
肥
料
分
解
に
及
ぼ
す
影
響
に
就
て

魚肥の分解tζ及時すf.U響

餓化合物 PH lく原N土Ec13m04g0〉胃中〉1|〈原川土1040宮中X||原合土100計g中〉(%> g) I (mg) (mg) 

0.1 4.76 25.42 30.18 

0.05 6.70 3.36 48.38 51.74 

001 6-48 3.32 22C6 25.38 

0慨 I6.27 i 392 65.14 回.伺

0.1 6.17 20.16 27.78 47.94 

O.伍 632 11.48 35.72 47.20 
硫酸第一銭

2.8' 27.∞ 0.01 644 24.2、
O.∞5 6.39 3.河 22.20 25.叩

4.印 26.88 14.却 41.16 0.1 

目遊園費第二鎗
0.05 6.1佑 21.84 13.50 35.34 

0/1 6回 4釦 12.回 17.但

6.32 3.但 44.46 (;ぼ買5 4ヨ.54

標 一 I 632_1 3.08 86.20 89，却

第二表

一一
一
O
四

硝
酸
化
成
カ
は
ア
ム
モ
-
一
ヤ
生
成
量
に
よ
っ
て

異
る
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
以
上
の
第
一
表
及
び

第
二
衰
の
精
巣
よ
り
ア
ム
モ
=
ヤ
生
成
カ
及
び
硝

酸
化
成
力
の
個
々
に
就
て
論
や
る
事
は
不
可
能
で

あ
る
が
、
先
づ
有
機
質
肥
料
が
分
解
さ
れ
糟
て

度
ア
ム
モ
-
一
ヤ
に
費
化
じ
た
る
後
に
硝
酸
に
化
成

さ
れ
る
も
の
と
椴
定
す
れ
ば
、
ア
ム
モ
二
一
ヤ
態
窒

棄
と
硝
酸
態
窒
素
の
槽
和
は
ア
ム
モ
ユ
ヤ
生
四
力

を
表
は
す
も
の
1c
し
て
差
支
へ
な
い
も
の
と
考
へ

得
ら
れ
る
。

ア
シ
モ
-
一
ヤ
態
窒
議
及
び
硝
酸
態
窒
索
の
含
量

に
就
て
考
察
す
る
に
、
大
豆
粕
を
加
用
し
た
る
も

の
に
於
て
標
準
に
便
り
た
る
も
の
は
、
拘
櫛
酸
第

二
舗
を
加
へ
た
る
も
の
に
は
無
く
、
硫
酸
第
一
一
銭

硫
酸
第
二
鱒
に

に
て
は
。
・
H

ミ
及
び
。
・
0
0
求、

で
は
や
宮
ミ
及
び

0
・8
g臥
で
あ
っ

τ魚
聴
を



硫酸アムモ=ャtr:於ける結果

再言中〉
1.白5.92 0.1 

2.86 6.回0.05 
拘縁酸第二.

0.98 

(お

1.日

3.58 5.79 0.01 
硫燈第一銭

3.30 5.91 0.0白

1.倒

1.02 
硫酸第二銭

1羽

5.84 

PH li!I 度|
i (%) I 

第三糞

織化合物

4.36 

6.13 

6.17 

4.87 

534 

3.91 

4.43 

2.叩

10.∞ 

0.01 

(.1 

0.C5 

0.1 

0.05 

5.41 

565 

0.01 

0.005 

引-I 標

硫
酸
第
二
銭
は
。
・

guミ
で
あ
っ
て
、
大
開
逝
の
傾
向
を
示
し

τ居
る
。

加
川

L
た
る
も
の
に
於
て
は
標
準
に
比
較
し
鱒
て

劣
っ
て
ゐ
る
。

償
化
合
物
の
各
k

の
温
度
の
型
化
に
よ
る
分
解

量
の
道
具
を
見
る
に
大
豆
粕
を
加
用
せ
る
も
の
に

於
て
拘
櫛
酸
第
二
織
は

。・
H

ミ
が
最
も
多
〈
、

共
他
は
著
し
い
差
は
な
く
、
硫
酸
第
一
錨
で
は

。
日
米
、
。
・
0
0
次
、
。
・
受
ぜ
日
系
、

。・

2
泳
、
硫
酸
第

二
織
で
は
。
.
。
o
u
求
、
。
・

szh、
。
ゐ
旬
、
。
ム
ミ

の
順
序
で
あ
っ
て
拘
掛
川
雄
第
一

一餓
及
び
硫
酸
第

織
は
。
・

Z
恥
が
最
も
分
解
力
が
旺
獲
で
あ
る
が
‘

魚
肥
に
於
て
は
拘
織
酸
第
二
織
は
。
・
襲
求
、
。
・

8
求
、
。
・
目
、
。
・

2
求
、
硫
酸
第
一
織
は
。
・
M

求
、
。
・

8
晴
、
。
念
、
。
・
妻
、

硫

酸
第
二
銭
は
。
.
。
。
ω次
、
。
・
同
求
、
。
・
0
0
浪
、
。
・

2
ミ
の
順
序
で
あ
っ
て
、
硫
酸
第
一
銭
と
硫
酸
第
二
銭
の
聞
係
は
大
韓
大
変
粕
と
同
様
で
あ

る
が
、
拘
櫛
酸
第
二
鱗
は
共
傾
向
を
異
に
し
て
居
る
@

共
に
各
鈍
化
合
物
に
就
て
比
較
す
れ
ば
大
豆
粕
に
於
て
は
、
拘
機
酸
第
二
織
が
最
も
悪
く
、
硫
酸
第
-
鎖
、
硫
酸
第
二
織
と
は
殆
ど
同
様

で
あ
芯
。
魚
胞
に
が
、
で
は
拘
桝
酸
第
二
鍋
長
e
h
艮
都
で
あ
っ
て
、
硫
酸
第
一
一
織
及
硫
酸
第
二
畿
は
殆
ど
業
異
が
な
い
e

肥
料
に
就
て
は
魚
肥

鎗
化
合
物
の
肥
料
分
解
に
及
ぼ
ず
影
響
に
就
て

一一一
O
宣



鎗
化
合
物
の
肥
料
分
解
に
及
ぼ
す
影
審
に
就
て

一ニ

O
六

を
加
肘
し
た
る
も
の
は
大
豆
粕
に
比
較
し
織
化
合
物
に
よ
る
抑
制
作
用
の
程
度
が
著
る
し
く
、
旦
漉
度
の
費
化
に
よ
る
分
解
量
の
差
異
も
顕

著
で
あ
る
。

以
上
畑
地
欣
態
に
於
け
る
有
機
質
肥
料
の
分
解
カ
に
及
ぼ
す
織
化
合
物
の
影
響
と
し

τは
一
般
に
硫
酸
第
一
織
は
漉
度
高
き
方
に
最
趨
鮪

が
あ
り
、
硫
酸
第
二
織
は
此
の
逝
で
あ
っ
て
、
拘
櫛
酸
第
二
織
に
於

τは
一
定
の
傾
向
を
認
め
難
い
。
叉
各
錨
化
合
物
の
影
響
の
程
度
に
就

て
は
硫
酸
第
一
織
と
硫
酸
第
・
二
銭
と
は
大
髄
義
異
な
く
、
拘
硫
酸
第
二
織
と
の
聞
に
は
一
定
の
傾
向
を
認
め
得
ら
れ
念
か
っ
た
。

硫
酸
ア
ム
モ
=
ヤ
を
添
加
し
た
る
も
の
に
就
て
硝
酸
化
成
力
を
見
る
に
標
準
に
比
較
し
穂

τ劣
っ
て
居
夕
、
硝
酸
化
成
力
は
ア
ム
モ
ェ
ヤ

生
成
カ
に
比
し
織
化
合
物
に
よ
り
可
成
り
著
し
く
書
さ
れ
る
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
濃
度
に
依
る
傾
向
を
見
る
に
拘
機
酸
第
二
織
は
。
・

8
0

晴
、
。
・

8
求
、
。
・

H
R
。・

2
浪
、
硫
酸
第
一
…
識
は
。
・
己
求
、
。
・

8
旬
、
。
・

0旬
、
。
・

zh、
硫
酸
第
一
一
銭
は
。
・

2
0求、

0・2
求
、
。
・
之
、

。・

8
x
の
順
序
で
あ
っ
て
、
中
へ
鱒
何
れ
も
同
械
な
る
矧
向
を
一
示
し
、
設
叫
民
の
尚
く
な
る
に
従
ひ
抑
制
作
用
も
著
し
い
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
a

各
鍋
化
合
物
の
差
異
は
顕
著
で
は
な
い
が
、
拘
櫛
酸
第
二
銭
段
d
h
良
く
、
硫
酸
第
一
鋭
、
硫
酸
第
二
鎮
の
順
序
を
示
し
て
居
る
。
有
機
質

肥
料
の
分
解
の
場
合
に
比
較
し
、
硫
酸
第
一
一
銭
の
浪
度
の
費
化
に
よ
る
影
維
の
傾
向
が
段
も
臭
っ
て
居
る
。

〔

B
〕

71< 

田

欣

態

水
同
紙
態
に
於
℃
は
硝
酸
態
窒
素
は
殆
ど
生
成
さ
れ
ざ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
が
故
に
、
大
豆
粕
及
び
魚
肥
に
於
て
ア
ム
モ
=
ャ
生
成
力

に
及
ぼ
す
影
響
に
就
て
調
査
を
行
っ
た
。

大

豆

粕

大
豆
粕
を
加
附
し
た
る
も
の
に
斡
き
鱗
化
合
物
の
各
濃
度
に
於
け
る
ア
ム
モ
ユ
ヤ
生
成
量
を
測
定
し
た
る
結
果
は
第
間
交
の
如
く
で
あ



る
，
〈
第
四
表
4
9
胤
}

魚
肥
を
加
用
し
た
る
も
の
に
就
き
鍵
化
合
物
の

各
濃
度
に
於
け
る
ア
ム
モ
ユ
ヤ
生
成
量
そ
測
定
し

た
る
結
果
は
第
五
衰
の
如
く
で
あ
る
。

《
第
五
表

参
照
}

大
豆
粕
に
就
て
標
準
よ
り
分
解
力
の
良
好
な
る

も
の
は
、
拘
撤
酸
第
二
織
に
於
て
は

ぴ
。
・

2
X‘

。・

0
3恥
及

硫
酸
第
一
銭
で
は
。
・8
ミ
及
び

。・{い。。一次、

硫
酸
第
二
織
で
は
。
・

2
ミ
で
あ
っ

て
、
拘
櫛
酸
第
二
織
の
。
・

g
u求
、
硫
酸
第
-
一
舗
の
。
・

2
求
、
硫
酸
第
二
織
の
。
・

8
u
x
は
標
準
と
殆
ど
同
様
で
あ
る
。

最
も
多
量
に
ア

大豆粕の分解に及ぼす影響(水間ア

織化合物 I~幼度 I PH ¥(品。。ゐ〉
くmg)

0.1 7.83 46.釦 J 

0.05 7.90 64.40 
拘視軍酸第二銭

0.51 7.88 65.80 
， 、

0.C05 7.88 59お ' 

0.1 

0・05 8.∞ 61.32 
硫酸第一鎗

0.01 8.19 I 59.52 

O.∞5 7.95 ・60.48

7.69 47.04 
2 

O.白 765 56.日
硫酸第二鎗

0.01 7.田 63.日

0.005 7.80 59.国

標 一 5952 

第四表

ム
モ
ユ
ヤ
態
宣
議
の
生
成
せ
ら
れ
た
の
は
拘
櫛
酸
第
二
銭
の
。
・

2
ミ
で
あ
る
。

。・
0
H
次
で
あ
っ
て
、

拘
櫛
酸
第
二
鍛
の
。
・
H

求、

魚
肥
に
於
て
標
準
に
優
る
も
の
は
拘
機
酸
第
二
鍋
に
は
無
く
、
硫
酸
第
一
舗
に
は
や
H

求
、
。
・

8
ミ
及
び
。
・

2
求、

硫
酸
第
二
一
脳
で
は

。・

8ω
求
、
硫
酸
第
二
鱒
の
。
・

8
ミ
は
大
鱒
同
様
で
あ
る
。
最
も
多
量
に
ア
ム
モ
ユ
ヤ

態
室
事
哉
の
生
成
さ
れ
た
の
は
硫
酸
第
二
織
の
。
・

2
次
で
あ
る
。

餓
化
合
物
の
肥
料
分
解
に
及
ぼ
す
彫
響
に
就
て

失
に
各
錨
化
合
物
の
濃
度
に
よ
る
傾
向
を
見
る
震
に
ア
ム
モ
エ
ヤ
態
窒
素
の
生
成
量
に
よ
り
順
序
を
一不
ぜ
ば
、
』
へ豆
粕
に
於
て
は
拘
撤
酸

一一一
O
七



織
化
合
物
の
肥
料
分
解
に
及
ぼ
十
影
響
に
就
て

;魚肥の分解i乙及ぼす影響(水間)

鎗化合物 lvlPH I(nNヌ土t1130-0gh中〉
(lI.g) 

0.1 29.14 

0.05 7.48 28.56 
拘韓摩酸第二銭

0.01 7.52 28.28 

I 0∞5 7.54 29.14 

0.1 7.46 32.76 

0.05 7.50 32.62 
硫酸第一銭

0.01 7.48 30.2時

0;∞5 7.52 28.84 

0.1 20.44 

0.05 7.41 29.96 
硫酸第二鎗

0.01 7.54 35.弱

0;∞5 7.48 28邸

標 29.96 

一一一

O
久

第
二
織
は

0
・2
求、

。・

8
0求、

第五表
ω求、

隈
硫
第
二
織
で
は
。
・

2
求、

。・凶ミ

大
豆
粕
に
於
て
は
硫
酸
第
一
銭
及
拘
撤
酸
第
二
織
は
大
差
訟
く
、従

っ
て
す
ム
モ
ュ
ヤ
態
窒

。・。
ω
求、

。
・
会
話
次
、

。・
H

求、

各
舗
化
合
物
の
影
響
す
る
程
度
に
就
て
見
る
に
、

題
ぐ
、

。・
0
0
9
h
u
、

。・
H

求、

硫
酸
第
一
織
は
。
・

8
求
、
。
・

8
0志、

。・同求、

硫
酸
第
二
慢
は
。
・
2
求、

。・安耳目次
、

。・
0
向山氏、

。
・
ど
れ
で
あ
A
J

て、

。・

Z
臥
が
綾
も

分
解
量
の
少
き
鮪
で
は
一
致
し
て
居
り
英
他
で

は
多
少
の
費
動
が
あ
る
が
。
・

2
乃
至
。
・

8
次

が
最
高
の
分
解
量
を
示
し
て
居
る
。

魚
胞
に
於
て
は
拘
櫛
酸
第
二
織
は
殆
芝
世
耳
鼻

な
く
硫
殴
第
一
一
織
は
。
・

8
求、

。・

2
浪
、
。
・

8

の
順
序
を
示

k
犬
縄
大
豆
粕
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
b

硫
酸
第
二
簡
が
民
、

素
生
成
量
は
大
夜
粕
及
び
魚
肥
を
通
じ
、

大
相
硫
酸
第
一
錦
、

拘
櫛
酸
第
二
銭
及
び
硫
酸
第
二
舗
は
殆
ぎ
同
様
守
あ
る
。

拘
機
酸
第
二
錨
.
及
び
硫
酸
第
二
織
の
順
位
を
示
す
も
の
と
考
へ
ら
れ

一
般
に
魚
肥
の
ア
ム
モ
ユ
ヤ
態
空
業
の
生
成
量
は
大
豆
粕
に
劣
る
柑
れ
ど
も
、
相
単
も
大
鴨
何
様
左
傾
向
を
示
し
て
居
り
、
鈍
化
合
物
町

魚
胞
に
於

τは
硫
酸
第
一
織
段
も
よ
く

.'Z t 



影
響
ー
と
し
て
は
畑
地
枇
態
に
於
け
る
魚
肥
の
如
く
顕
著
な
る
差
具
は
認
め
ら
れ
な
い
酔

大
組
。
・
H

次

が
・段
も
惑
〈
、

9
2浪
乃

以
上
水
川
駅
態
に
於
け
る
有
償
質
肥
料
の
分
解
力
に
及
惜
す
織
化
合
物
の
影
響
と
し
て
は
、

至
。

eg求
に
段
適
温
度
が
存
在
し
、
叉
各
鏡
化
合
物
の
聞
で
は
硫
酸
第
一
鎖
、
拘
繊
酸
第
二
錦
、
硫
酸
第
二
銭
の
順
位
在
示
す
釦
〈
考
へ

ら
れ
る
。

以
上
畑
地
及
び
水
阿
佐
通
じ
て
考
察
す
る
に
、
硫
酸
第
一
一
概
及
び
硫
酸
第
二
鱗
共
に
浪
度
の
聾
化
に
よ
る
傾
向
に
於
で
畑
地
紙
態
と
水
間

欣
踊
と
因
調
る
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
大
関
硫
酸

大豆粕をカ日用せる場合

時存せる鍋舎量

第六表

水溶倹，.含量〈土111100宮中〉

館化合物一Fme一，g一-一l l Fe H・|合計 l

mg mg 

0.99 1お 2.35 

硫酸第一銭 034 0.24 0.58 

硫酸第二銭 1.81 4.(17 5.88 

標 準 0.49 0.24 0.73 

魚肥を加用せる場合建

存せる錦含量

第七表

水浴性銭含吋l~g~ 1
織化合物 Fe-- Fe---|合計

mg l mFmg  l 

絢鱒酸第二銭 O俗 O羽 O印|
硫酸第一鎗 1・お 1.55 2-fO . . 
硫酸第二銭 0.77 4.40 5.17 

標 準 0.40 痕跡
附 l

第
一
一
舗
は
硫
酸
第
二
織
に
比
較
し
分
解
力
に
及

S
M
す
影
畠
青
は
良
好
と
考
へ
ら
紙
、
従
匂
℃
借
金

物
の
純
梓
憎
養
に
於
て
符
へ
る
紺
巣
と
大
開
「

致
し
て
居
る
が
、
拘
櫛
酸
第
二
銭
に
於
て
は
必

占

T
し
も
之
等
無
機
化
合
物
に
比
較
し
良
好
な
る

影
響
を
認
あ
得
ら
れ
歩
、
此
の
賦
に
於
て
梢
共

趣
き
を
異
に

L
て
居
る
。

添
加
せ
る
織
化
合
物
は
極
K

な
る
原
凶
に
よ
り
不
溶
解
性
に
幽
変
化
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
が
放
に
、
共
程
度
を
知
ら
ん
&
し
て
空
業
測

〔

C
〕

水
油
開
性
錦
含
量

定
常
時
避
存
せ
る
水
溶
性
合
量
の
測
定
を
行
っ
た
。

鎗
化
合
物
の
肥
斜
分
解
に
及
ぼ
す
影
響
に
就
℃

=一O丸



織
化
合
物
の
肥
料
分
解
に
及
ぼ
す
影
響
に
就
て

一ニ一

O

畑
地
欣
態
、
水
同
快
態
共
に
各
織
化
合
物
を
同

g
g嶋
(
織
と
し
て
〉
加
川
せ
る
も
の
及
び
標
準
に
就
て
の
み
定
量
を
行
っ
た
の
で
あ
っ
て

更
に

g
R
の
蒸
溜
水
を
加
へ
、
手
を
以
て
泊
営
に
撹
狩
し
た
る
後
調
過
し
畑
地
欣
態
に
て
は

S
n円、

水
同
紙
態
に
て
は

8
2
を
取
り

て
第
一
銭
及
第
二
織
を
定
量
し
た
。

畑
地
状
態
に
於
て
は
何
れ
も
第
一
錦
、
第
二
機
共
に
僅
に
痕
跡
を
認
め
得
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
水
問
欣
態
の
も
の
に
就
て

分
析
せ
る
結
巣
は
第
六
表
、
第
七
表
の
如
く
で
あ
る
。
《
第
六
表
及
第
七
表
参
照
〉

以
上
の
如
く
水
同
紙
態
に
於
て
も
建
存
せ
る
水
溶
性
掛
合
量
は
第
一
錦
、
第
二
機
共
に
非
常
に
僅
少
で
あ
る
が
、
ほ
唱
養
基
の
場
合
。
と
異

り
硫
敵
第
二
鍋
は
硫
敵
第
一
織
及
び
拘
榔
酸
第
二
銭
よ
り
梢
多
量
に
建
存
し
て
ゐ
る
。

斯
の
如
く
水
溶
性
鱒
含
量
は
添
加
量
に
比
較
す
れ
ば
著
し
〈
減
少
し
、
賞
初
の
目
的
と
可
左
り
懸
隅
せ
る
結
果
を
得
た
の
で
あ
る
が
、
之

を
調
節
す
る
事
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
従
っ
て
或
は
営
を
得
ざ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
前
項
に
於
て
は
単
に
添
加
量
を
基

準
と
し
て
織
化
合
物
の
影
響
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

線

4百

. 

《
一
)

-大

E
粕
、
魚
肥
及
び
硫
融
ア
ム
モ
=
ヤ
に
就
て
、
畑
地
棋
態
及
び
水
同
紙
態
に
於
け
る
ア
ム
モ
ユ
ヤ
生
成
力
及
び
硝
酸
化
成
力
に

及
ぼ
す
拘
櫛
酸
第
二
錦
、
硫
酸
第
一
一
鰐
及
び
硫
酸
第
二
織
の
影
響
に
就
て
調
布
し
た
。

畑
地
欣
態
に
於
け
る
大
豆
粕
の
分
解
力
に
到
し
て
は
拘
櫛
竣
第
二
鎌
綾
も
惑
く
‘
硫
酸
第
一
一
錦
、
硫
陵
第
二
織
に
は
差
異
な
〈
‘

《

一

一

)

魚
肥
に
於
て
は
拘
櫛
酸
第
二
織
綾
も
良
好
で
あ
り
、
硫
陵
第
一
錦
、
硫
酸
第
二
織
の
周
に
比
大
差
が
認
め
ら
れ
な
い
。
硫
酸
ア
ム
モ
Z

ヤ
の



硝
酸
態
輩
業
生
成
量
は
拘
樽
陵
第
二
織
段
も
良
好
で
あ
っ
て
、
硫
醍
第
一
織
と
硫
階
第
二
織
は
大
開
同
様
で
あ
っ
た
。

(一一一一》

水
同
紙
態
に
於
け
ろ
ア
ム
モ
ユ
ヤ
生
成
力
に
就
て
は
、
大
豆
粕
及
び
魚
肥
共
に
硫
酸
第
一
一
鎖
、
拘
櫛
酸
第
二
錦
、
硫
鞭
第
二
織
の

順
位
を
示
し
て
ゐ
る
。

(
凹
〉

畑
地
及
び
水
同
紙
態
を
通
じ
ア
ム
モ
=
ャ
生
成
力
及
び
硝
酸
化
成
力
に
及
ぼ
す
影
響
は
、
硫
酸
第
一
一
鰭
及
硫
酸
第
二
織
は
大
差
な

く
、
反
っ
て
梢
硫
酸
第
一
織
が
良
好
な
る
如
き
傾
向
を
示
し
た
る
も
、
拘
櫛
陵
第
二
織
は
必
や
し
も
之
等
無
機
化
合
物
に
優
れ
る
如
く
は
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
。

着B

考

文

献

-
〉
同

Z
F旬・

∞O山
】

ω
a
gs
g
H串
。
申
・
同
噂
悼
晶
F

・

2
V
大
杉

繁
、
西
垣
直
久

土
捜
肥
料
拳
雑
蒜

第
七
省

一二
O
頁
.
四
O
七
貰
‘
昭
利
八
年

sv
近
日
袋
衰
の
激
定

.、

掛
風
化
合
物
の
肥
料
分
解
に
及
ぼ
す
配
影
響
に
就
て

一一一一
一


